
批評と紹介

ネイサン・ホファー著

『アイユーブ朝・マムルーク朝期エジプト
(���������年) におけるスーフィズムの大衆化』

久 保 亮 輔

理論と実証の間を行き来し, 現実社会をいかに説明するかという問題は,

あらゆる分野に共通する課題である｡ ミズーリ大学コロンビア校宗教学科

の助教授 (������������������) を務めるネイサン・ホファーは, スーフィ
ズムの社会史を専門とする新進気鋭の研究者であり, 今般, 学位 (博士号)

請求論文をもとに本書を上梓した｡ 本書は, 社会学の手法を援用すること

で, 理論的アプローチからアイユーブ朝・マムルーク朝期の社会動態に迫っ

ている｡ 史料重視 (���������������) の立場をとる近年の歴史学研究の傾
向からすると, 理論的アプローチをとる本書は稀有な事例であり, 果敢な

試みと言える｡

あらかじめ本書の見取り図を示しておくならば, 以下のようになろう｡

まず, 著者の関心は ｢スーフィズムの大衆化｣ という現象にあり, 具体的
・・

に�つの事例を取り上げる (それぞれの事例については後述)｡ 各事例の

比較は, あくまで現象を説明するためのもので, 対象自体にはそれほど関

心が払われていない｡ そして, 本書の最大の特徴は, スーフィズムへの接

近方法である｡ 著者はスーフィズムを神秘主義としてではなく, 文化とし

て捉え直した���｡ これにより, より一般的な次元での議論が可能になった｡
我われは, スーフィズムという現象をより身近に感じることができるよう

になったのである｡

本書がつとめて理論的アプローチを重視していることから, 長文にわた

る序論で大まかな枠組みが提示される｡ 本論で議論の核をなすのは, ｢制

度化｣, ｢組織化｣, ｢社会的交渉｣ であり, ここからも著者の動態論への関

心が窺える｡ また, こうした現象はアイユーブ朝・マムルーク朝に固有の

現象ではなく, 人類史における普遍的現象であることから, 今後は他分野

との比較研究も期待される｡

著者はスーフィズムにかんする従来の研究方法にたいして, �つの問題
点を指摘する｡ 第�に, スーフィズムを神秘主義と一義的に解釈する見方
である｡ この点は, 歴史学の方法論一般にかんする大きな問題で, 分析概
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念と歴史概念の混同という問題をはらんでいる���｡ 第�に, 著者が ｢反動

的枠組み｣ (�������������������) と呼ぶ従来の見方である｡ 従来の研究
では, スーフィズムが民衆に広まった背景として, 厳格なイスラム実践を

説く法学者への反動や, モンゴル軍侵攻への反動として精神的安寧を希求

する民衆の宗教感情などが論じられてきた｡ しかし著者は, こうした枠組

みは実証的手続きを経ることなく, 過度に抽象化されたものだとして批判

する｡ たとえば法学者とスーフィーがしばしば同一人物であったという事

実は, この枠組みのなかでは説明できない｡ 第�に, 二項対立的枠組みの
問題である｡ ｢エリート｣ と ｢非エリート｣ というアプリオリな区別は,

｢ハイカルチャー｣ と ｢ロウカルチャー｣, ｢正統｣ と ｢スーフィズム｣ な

ど言葉を変えて頻繁に姿を現す｡ こうした二分法は, 差異を説明するのに

は有効だが, 広範な社会層が参加し交渉することで生み出された真の大衆
・・

文化を説明する妨げとなる｡

では, 著者はこうした問題をどのように克服するというのか｡ まず著者

は, ｢神秘主義｣ という用語と決別する｡ スーフィズムとスーフィーとい

う用語は, アラビア語の��������と ����������と対応しているとして,
｢発見術的｣ (ヒューリスティック) に用いる｡ �点目の問題への接近方法
については, 次の一文に集約されている｡ ｢スーフィズムを大衆にもたら

したのはスーフィーであり, 大衆がそれを求めたのではない｣ (���頁)｡
スーフィーの地道な活動こそが ｢スーフィズムの大衆化｣ を推し進めたの

だとして, 著者は新たなスーフィズム像の構築を試みる｡ �点目の問題は,
すでに��ショシャンなどにより指摘されていたものだが, ショシャンがエ
リート文化と民衆文化の ｢融合｣ を説いたのだとすれば���, ホファーはエ
リート文化と民衆文化の区別自体を無用の長物と理解したと言える｡ ホファー

は, 社会的地位を縦断して多様な階層の人びとが参与したスーフィズムと

いう現象を, 全体として捉えることを試みる｡
・・・・・

ここで, 著者が本書を通して用いる枠組みをまとめておこう｡ まず著者

は, 宗教にかんするデュルケームの議論を援用して ｢スーフィズムはきわ

めて社会的な出来事である｣ という基本仮説を設定し, 以下の�つの枠組
みを示す｡ ① ｢スーフィズムの大衆化｣ は, 広範囲におけるスーフィズム

の社会的・文化的生産と結びついている｡ 生産とは, ｢自らをスーフィー

と名乗りスーフィー実践を行う人びとがもたらす広範に及ぶ実際的影響｣

を指す｡ 大衆化とは, ｢社会的地位に拘わらず多くの人びとがそれら生産

物を受容・消費している状態｣ を指す｡ ②スーフィズムの生産は, 必ず大

衆化に先立つ｡ ③スーフィズムの生産は, 社会の多様な階層間の相互作用

を含む｡ 以上の枠組みのなかで議論を進めることで, 前述の二項対立的枠
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組みの克服をはかる｡ ��ブロットマンや��チデスターの議論を援用し,
｢誰が消費するか｣ ではなく, ｢どれだけの人が消費しているか｣ に着目す

ることで, 大衆化を量的に評価する試みを行う｡ これにより, スーフィズ

ムが異なる階層に ｢伝播｣ する過程ではなく, 広範な社会層を射程に入れ

た全体的な過程として, 大衆化を叙述することが可能になる｡ 前者は, ��
ショシャンの議論を指していると考えられるが, ここではそれを乗り越え

る試みがなされる｡

中世イスラム社会にかんする研究は, 構造とエージェンシー (いわゆる

｢行為主体性｣ 概念のことで, 文脈に応じて ｢行為｣ ｢行為者｣ を指すこと

もある) の関係性をめぐる社会学者のあいだの論争に少なからず影響を受

けている｡ 中世イスラム社会にかんする初期の研究 (ここでは ��ラピダス
や ��モッタヘデの研究が言及されている) では, 特に構造が重視された
が, これらの研究では社会の均衡が前提にあり, その維持のためにインフォー

マルなネットワークと個人的関係が重要な役割を果たしたとされた｡ エー

ジェンシーを重視する立場からは, 均衡ではなく動態や社会変動にアプロー

チする研究が表れた (ここでは ��チェンバレンの研究が言及されている)｡
そこで問題とされたのは, イスラム社会は確立された制度を持たず, 社会

的・教育的実践はいずれもアドホックでインフォーマルなものだったとい

う点である｡ だが, そうした結論は, ｢組織化された社会的行動の欠如が

制度的構造の脆弱性と結びついている｣ とする短絡的な考えから生ずるも

のであり, そうした考えが持つ問題点を的確に把握することから本研究は

出発する (��頁)｡
これらの研究史を踏まえ, 著者は, 制度と組織 (ここでは, エージェン

シーの集合体を指していると思われる) を峻別することで, 社会の均衡と

動態の双方を可能にするメカニズムを統一的な枠組みで説明できるとする｡

そして制度を, ①社会的である, ②規範的である, ③遂行的 (������������)
である, ④アクターにとって客観的である, ⑤動態的である, という�つ
の要素から説明する｡ 組織については, 次のように定義する｡ ｢組織とは,

高度に制度化された社会的領域から生ずるものであり, その中では, 共通

の (そしてときに重複する) 利害や目的を計画的に集団で追求するために,

個々のアクターは一つないし複数の制度に依存する｣｡ 組織はフォーマル

なものとインフォーマルなものに分けられ, 前者はその中での社会的な位

置関係が個人の資質から独立して定義されるもの, 後者はその中での社会

的な位置関係が個人の資質と峻別できないものである｡���������年を考察対象にしたのは, サラディン (在位���������年) が
エジプト初のハーンカー (修道場) である�������������を設立した年か
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ら, ナースィル (在位�������, ���������, �������年) がスィリヤークー
ス修道場を設立する年までをカバーするためであろう｡ これ以後のスーフィ

ズムの展開について, 著者がどのように理解しているかも知りたいところ

である｡

著者は�世紀中葉のバグダードにおけるスーフィズムの展開を創生期と
位置づけ, ��世紀にはそれがテキスト化・制度化され, 特定の語彙で語ら
れるようになったとする｡ この時期の制度化の過程が, 本論で検討する

｢スーフィズムの大衆化｣ の下地となったと著者は述べるが, その具体的

な諸相については本論でも論じられていない｡

以上が序論の要約である｡ やや冗長になったが, 本論では以上の枠組み

に沿って議論が進められるので, 詳細に立ち入って紹介した｡ 以上の論点

を念頭に置きながら, 本論に入ろう｡ まずは, 本書の構成を以下に示す｡

序論

第�部 王朝の後援を受けたスーフィズム：��������������のスーフィー
第�章 ハーンカー

第�章 ハーンカーのスーフィー

第�章 ハーンカーの何が大衆的なのか？

第�部 王朝の認可を受けたスーフィズム：初期シャーズィリー教団

第�章 エジプトにおけるシャーズィリー教団の出現

第�章 イブン・アター・アッラーのシャーズィリー教団像

第�章 シャーズィリーヤ・スーフィズムの大衆化

第�部 反権力的なスーフィズム：上エジプトのスーフィー

第�章 上エジプトスーフィズムの地域的文脈

第�章 スーフィーの活動家と実践者

第�章 霊験あらたかなスーフィー

結語

以上の章立てからもわかるように, 著者は�つの考察対象を設定し, そ
れぞれのスーフィーがいかにして ｢スーフィズムの大衆化｣ に寄与したの

かを, スーフィー文化の生産・消費の観点から説明する｡

第�部では, 王朝とハーンカーの関係性を考察する｡ 議論の中心となる
のは, もっぱら ��������������である｡ 第 �章ではこのハーンカーを後
援したスルタンの利害を, 第�章ではこのハーンカーに逗留したスーフィー
の利害を, 第�章ではハーンカーが ｢スーフィズムの大衆化｣ に果たした
役割を論ずる｡��������������は, とりわけ東 (メソポタミア方面) からやって来る法

学・神学に造詣の深いスーフィーを支援した｡ 著者は, ��������������の
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設立とその後援 (スポンサーシップ) には, 主に�つの目的があったと言
う｡ �つは, イスラムの守護者としての権威を獲得すべく, イデオロギー
拡散の手段としてハーンカーを利用すること, いま�つは, 自身と親族の
霊的救済をスーフィーに願ってもらうことであった｡ つまりスルタンは,

公的・私的目的の達成のためにハーンカーを後援した｡

たいしてスーフィーはどうであろうか｡ 著者は ��������������に逗留
するスーフィーをシャイフとそれ以外の二つに分け, それぞれの利害を探

る｡ シャイフにとってハーンカーは, 地位の獲得・維持, それに伴う利権・

特権へのアクセス, そして特定の宗教観を公に示すことを可能にする施設

であった｡ 他方, 一般のスーフィーにとってハーンカーは, 寝食の場やブ

ルジョワ的教育市場へ進出する契機を与えてくれるなど, より実利的な目

的を実現するものであった｡

スルタンとスーフィーの利害のオーバーラップが, どのようにして大衆

化へと結びついたのだろうか｡ ここで鍵となるのが, カイロ人口の大部分

を占める民衆の存在である｡ ハーンカーで催される日々のセッションや金

曜の祭典には, 地元の民衆も参加した｡ そこでは, 目に見える形でコーラ

ンの読誦や唱名 (�����) が行われ, 民衆はこぞって恩恵 (������) を求め
た｡ この可視化を通じて, スーフィーへの民衆の期待が創出・実現され,

その反復が, ｢スーフィズムの大衆化｣ へと寄与したのである｡

第�部では, シャーズィリー教団を取り上げる｡ ここでは, 地方のサー
クル的集団がどのようにして超域的な教団に発展し得たのかが問題とされ

ている｡ この問題を考える際, ｢教団の歴史は名祖に始まるのではなく,

スーフィー文化の発展という ｢長期持続｣ (�����������) の中で捉えるべ
きである｣ (���頁) という著者の指摘は示唆的である｡ 教団は序論で提示
した�種類の組織のうち, インフォーマルな組織に分類されるが, その組
織化は名祖の死後に生じたのである｡

シャーズィリー教団が ｢スーフィズムの大衆化｣ をなし得た大きな要因

は, 第�代シャイフのイブン・アター・アッラー (����年没) に求められ
る｡ 彼は生涯を通じて多くの著作を残したが, 全体を通じて, 民衆をも射

程に入れた簡明な記述が特徴的である���｡ 著者はそのテキストの分析を通
じて, 教団の制度化されたアイデンティティの出現 (第�章), イブン・
アター・アッラーにより教団のアイデンティティが形成される過程 (第�
章), そして教団が ｢スーフィズムの大衆化｣ に寄与する過程 (第�章)
に迫る｡

教団のアイデンティティの制度化には, イブン・アター・アッラーの手

によるハギオグラフィ ����������������������������������������������
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������������������������������(以下 ��と略記) が決定的な役割を果
たした｡ ��は献身と教義のナラティブなモデルを提示し, シャーズィリー
教団に所属することの意味を論じた｡ このモデルが定式化されることで,

スーフィー文化の ｢再生産｣ が可能となったのである｡��が教団のアイデンティティを制度化し得た理由として, 著者は�つ
の理由を挙げる｡ ①聖性 (預言者を通じて神に直接連なる) の主張, ②法

・・

学の素養, ③慎重な政治的互酬関係, ④現世での社会的・経済的接触の許

容, である｡ ③はハーンカーの場合とは異なる大衆化の条件を, ④はより

多くの民衆が参加できる社会的空間を創出した｡ そして, 系譜 (�������)
を重視する他の教団との差別化を通じて, また法学者であるイブン・アター・

アッラーが明快な記述で人びとに語りかけることを通じて, 大衆化は進ん

だ｡

有名なイブン・タイミーヤとの公開論争は, カイロを舞台として民衆を

も巻き込む一大事件となった｡ ここでは, あらゆる階層の人びとが参加す

ることで, ｢社会的交渉｣ の場が創出されている｡ 相対的に識字率が低かっ

たなか, 説教や公開論争といった可視的な空間であらゆる階層の人びとが

参加できる劇場型のスーフィー文化を作り出すことで, 民衆が彼の著作に

触れる機会が増したのである｡

第�部では, 奇蹟の演出を通じて ｢スーフィズムの大衆化｣ に寄与した
上エジプトのスーフィー文化に迫る｡ 上エジプトにおける ｢スーフィズム

の大衆化｣ には, その地理的・人口的・政治的文脈の特殊性が大きく関係

している｡ 地理的文脈とは, 十字軍戦争の激化に伴う交易・中継地点とし

ての上エジプトの役割を指し (その意味で地政学的と言える), 人口的文

脈とは, キリスト教徒・ユダヤ教徒・シーア派ムスリムを含む多様な人口

構成を指す｡ 政治的文脈は, 政治的統制力の欠如と, 首都カイロとの微妙

な距離が作り出す政治的緊張を指している｡ これらが合わさって, 独自の

スーフィー文化圏を創出した｡

第�章で以上の舞台設定を確認したうえで, 続く第�章では上エジプト
のスーフィーの活動と彼らの意図を, 第�章では彼らが権威の基盤とする
奇蹟 (�������) の演出とそのレトリックを検証する｡
上エジプトのスーフィーは, モスクやマドラサ, 修道場での自前のプロ

グラムを通じてスンナ派アイデンティティを創り出した｡ そうした活動の

根底にあるのは, 王朝批判の精神であった｡ 確たる権力が不在であるなか,

彼らはスンナ派の規範を確立しモラルを統制する役割を担った｡ その際,

暴力や異教徒を排除する差別的な行動を伴うこともあったが, それらは王

朝批判を ｢遂行的に｣ (������������) 実践する文脈で許容された｡ 彼らの
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行動を権威づけ正当化したのが, 奇蹟であった｡

上エジプトのスーフィーは, 不可視界 (��������) への接触＝ ｢預言者

より継承した力｣ を根拠に奇蹟を実現する力を主張した｡ 著者は, イブン・

ヌーフの著作 ���������������������������の分析を中心に議論を組み立
てつつ, それを他の著作と比較することにより上エジプトのスーフィー文

化の特質に迫る｡ 他の著作が奇蹟を階梯 (�������) の枠組みの外に置く
のにたいして, イブン・ヌーフは奇蹟を階梯の中核に据えた｡ 奇蹟信仰を

五行など日常の実践規範と同レベルに位置づけることで, 大衆化の前提を

準備したと言える｡

奇蹟を拠り所として権威を主張する言説は, シャーズィリー教団にも見

られた｡ しかし上エジプトでは, 教団を中心とするスーフィー文化は発達

しなかった｡ 何故か｡

上エジプトでは様々なネットワークが形成され (前述の地理的文脈),

複雑な関係構造が構築されたことから権限の集中は妨げられた｡ また, 教

団の発達に不可欠なモノグラフ (伝記のたぐい) が存在しない｡ そしてもっ

とも大きな要因が, 奇蹟を権威の拠り所とすることにあった｡ 奇蹟を再生

産することは決して容易ではない｡

以上の理由から, 上エジプトでは教団を通じた ｢スーフィズムの大衆化｣

は生じ得なかった｡ しかしながら, 奇蹟信仰は相当根強く, 墓廟を中核と

する特殊な制度化が進行した｡ その結果, 墓廟参詣, 聖者崇拝という特殊

なスーフィー文化を生んだのである｡ そして, 師の墓廟を訪れる際に上エ

ジプトの村々を行脚し, そこでイスラムの規範を語り奇蹟を演出すること

で, ｢スーフィズムの大衆化｣ が進行した｡

最終章では, スーフィー文化の生産を制度的枠組みの中に位置づけ,

｢スーフィズムの大衆化｣ をスーフィーの主体的働きかけと ｢社会的交渉｣

の産物としたうえで, ｢反動的枠組み｣ は修正されるべきだと結論づける｡

続けて著者は, 自らを ｢敬虔の徒｣ (��������) と呼ぶユダヤ・スーフィー
をエジプトのスーフィズム史に接合し, より大きな議論へと発展させるこ

とが今後の課題だと述べる｡ 本書で展開した理論的枠組みがどの程度適用

可能か, 今後の発表作に期待したい｡

以上が本書の概略である｡ 本書は, スーフィズムが大衆化したことの意

味それ自体を問うているところに特徴があると言える｡ また, 史料を丹念

に分析し, そこから得られた情報をもとに当時の社会像を構築してゆく帰

納的手法ではなく, 大衆化というより大きな (一般的な) 問題を設定し,

そこへ至るプロセスを論理的に組み立てる演繹的手法も特徴的な点である｡

そうした手法は, 概念を整理し, 異なる結果を生んだ要因を統一的な枠組
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みのなかで説明するのには役に立つ｡

だが, つとめて理論的であるがゆえの欠点も見受けられる｡ 理論化の過

程では, 多くの情報を捨象せざるを得ない｡ たとえば, 教団の発達にはモ

ノグラフが不可欠だと論じているが, 同時代に影響力を持った教団が総じ

てモノグラフを有していたかについては論証されていない｡ また, 聖者崇

拝, 墓廟参詣の慣行はカイロでも観察されたにもかかわらず���, 議論を
上エジプトに限定している｡ 多くの伏線が仕掛けられているため, 冒頭か

ら通読しなければ本書の醍醐味が伝わりにくいことも欠点と言うべきかも

しれない｡

また, 修道場はしばしばワクフの対象として指定されたが, 免税措置や

ワクフ財の蓄積が ｢スーフィズムの大衆化｣ の原動力ないしブレーキにな

ることはなかったのか｡ 社会的観点にくわえて, 経済的観点からも分析が

欲しかった｡

ただ, 精緻な実証研究が主流であったここ数年の動向を踏まえると, 本

書のような理論志向の研究が世に出されることは大変有意義であるし, 多

くの研究者にとって刺激となることは間違いない｡ 本書は, 史料ありきの

実証研究だけが歴史としてのイスラムに迫る唯一の方法ではないことを明

快に示し, 様々な視座からイスラムを分析する可能性を示した｡ 今後の理

論的方面からの研究の発展に, 強い手ごたえを感じさせる著作であった｡

註��� 無論こうした接近方法は, ��ショシャンや��バーキーにも見られたが,
ホファーはそれらを踏まえ, より包括的な議論を展開している｡ ���������������������������������������������������� ��� �����������������������������������ジョナサン・バーキー (著) 野元晋・

太田絵里奈 (訳) 『イスラームの形成 �宗教的アイデンティティーと権
威の変遷』 慶應義塾大学出版会, ����年, ���―���頁｡��� 日本でも, 東長靖 『イスラームとスーフィズム：神秘主義・聖者信

仰・道徳』 名古屋大学出版会, ����年, 第�章において, この問題にた
いする果敢な取り組みがなされている｡��� ������������������������������������������������������������������������������������������の特に第�章で論じられている｡��� イブン・アター・アッラーの来歴とその著作については, 以下の論
文が参考になる｡ 東長靖 ｢中世イスラームの倫理説：イブン・アター・

アッラー 『魂の矯正を内包する花嫁の冠』 解題ならびに訳注 ���｣ 『東
洋大学紀要 教養課程篇』 ��, ����年, ��―��頁｡

批

評

と

紹

介

久
保

三
〇
九 ���



��� 大稔哲也 ｢エジプト 『参詣の書』 と死者の街から見たタサウウフ｣

『史淵』 ���, ����年, �����頁｡�����������������������������������������������������������������―�����������������������������������������������������������
(一橋大学大学院経済学研究科博士課程)

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻

第
三
号

三
〇
八���



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


